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1. はじめに

最近、「武士道」というものが脚光をあびている。スポーツ面においてもサッカーの「サムライブルー」とか陸上での「サムライジャパン」、ボクシングにおける「大和魂」など一種のあこがれに近いようなものもみられる。

また、2018年のサッカーのロシア・ワールドカップでは、サムライブルーの日本人サポーターの行動が賞賛をあびている。その記事を紹介するとつぎのとおりである。

「日本代表は19日、ロシア・ワールドカップ（W杯）グループリーグ初戦でコロンビアと対戦し、2-1で勝利した。強豪国相手に演じた見事な番狂わせとともに、世界中で反響を呼んでいるのが日本人サポーターの美徳だ。サランスクのスタジアムに足を運んだ日本人サポーターの「ゴミ拾い」に、各国から「世界トップの規範だ」と称賛が巻き起こっている。
南米の強国コロンビアを撃破した西野ジャパン。その番狂わせとともに、注目を集めているのがサポーターの美しいマナーだ。　英公共放送「BBC」は「普通は燃え上がるようなW杯の試合があれば、その後のスタンドにはカップや食べ物のゴミがそれを象徴するように散乱する。まさにそんな試合だった」とイングランドサッカー界のスタンドの通例を紹介する一方で、日本サポーターの行動を紹介している。「日本人のファンは試合後にみんなで掃除を始め、一列ずつ、一席ずつ、自ら持ち込んだゴミ袋を使って丁寧にゴミ拾いをした」と敬意を示しつつ、「サムライブルーのサポーターは、一度たりともこのマナーを忘れたことがない」と絶賛した。日本人サポーターがスタンドを綺麗にする様子は動画などでも拡散。各国メディアも報じ、世界中のファンからツイッター上で称賛の嵐となった。」

日本人の持つ美徳も「武士道」とも関連がありそうに思われる。「武士道」たるものの起源、変遷を各種文献にあたり読み解き、それがコンプライアンスとどのようなかかわりがあるかをみていきたいと思う。
2.武士は、いつどのように発生したのか
（１）武士の誕生

新渡戸稲造は、その著書「武士道」（第1章）の中でつぎのように書いている。「ヨーロッパと同様に日本では、封建制が主流となったとき、職業階級としての武士がおのずから台頭してきた。」武士が日本社会に登場してくるのは、平安時代の中ごろ、10世紀から11世紀にかけてのころと思われる。貴族社会から中世へと時代が転換していく中で貴族メンバーが文学、儒学、和歌、儀式といった特定の技能を家職として専門分業化していった。その過程においてまた武技を専門職能として軍事・警察的職務を担当する社会階層としてできあがっていった。その代表が、源氏と呼ばれる集団である。
（2）武士と侍

武士は、もともと貴族の近くにいてその身辺を守っていたことからいつからか「さぶらい=侍」と呼ばれるようになった。貴人や主人に仕えるという意味の「さぶらう」という言葉からきている。「武家」も「武士」もはじめは、同じ意味だったが、江戸時代に入ると武家は大名クラスの武士を指し、武士は領地を持つ中級以上の武士を指し、侍は、下級武士を限定するときに使われるようになった。しかし、大名の中にも自分のことを「侍」というものもあり、厳密に分けるのは難しい。
2. 武士道は、いつどのように誕生したのか

（1） 武士道が生まれるまで
　　　武士が日本の歴史に明確な形で登場したのは、平安時代から鎌倉時代にかけてと考えられている。平安時代から戦国時代にかけての武士は、つぎのような考え方に基づいてたたかっていた。「戦場においては、一騎当千の勇敢果敢な働きをなし、傍輩（ほうはい）と先陣を争ってあっぱれ敵陣への一番乗りを遂げ、名のある敵を相手にまわして一騎打ちを挑んで見事その首級を奪い取り、敵味方の見守る前で騎馬弓射の妙技を披露し、ついには主君の馬前において潔く討ち死にすることをもって最高の名誉とみなしてきたのである。」（「武士道その名誉の掟」笠谷和比古より）。そのような武士特有の倫理はやがて「武道」や「士道」といった言葉で表現されるようになった。しかし、「武士道」という言葉は、まだ、それほど一般的ではなかった。
（2）武士道の登場
「武士道」という言葉や思想が明確な、形となって表れるのは、江戸時代に入ってからといわれている。前述の「武士道とその名誉の掟」には、つぎのような記載がある。「武士道」という言葉が、いつ頃から登場したかは、必ずしも明確なことではないけれど、だいたい17世紀前半あたりではないかと思われる。また、山本常朝（つねとも）の「葉隠れ」をはじめ、武士道書の今日残る多くのものは、元禄から享保にかけてとなっている。
3. 武士道のル―ツは、どこからきているか　　　
「武士道」の源泉は、仏教、神道、儒教といわれており、その内容は、つぎのとおりである。

1 仏教

　仏教は、武士道に心の安らかさや平静さをもたらしている。仏教では、釈迦を尊崇し其の教えを理解し修業によって悟りを得ることで煩悩を除き涅槃（ねはん）の境地に至ることを目的としている。その仏教の中でも武士道に大きな影響を与えたのが禅の教えである。禅では、心身を統一し瞑想（めいそう）する修業方法が悟りに至るための重要なものである。

2 神道

神道は、日本で自然発生的に誕生した日本固有の宗教である。伝統的な民族信仰を基盤として成立した。教義体系は、外来の仏教や儒教の影響を受けつつ立てられた。皇室神道、神社神道、教派神道、民間神道をさしていうことが多い。通常は、神社神道をさしていうことが多い。

礼儀を重んじる神道の教義は、主君に対する忠誠、先祖への崇敬、親に尽くす気持ちを武士に与えた。

3 儒教

道徳的な教義に関しては、儒教の教えが基になっている。また、儒教から派生した朱子学や陽明学の教えも武士道に大きな影響を与えている。

儒教は仁、義、礼、智、信の五常（人の行い守るべき五つの道）を説いている。鎌倉時代には、朱子学が、江戸時代には陽明学が伝来し、幕府が朱子学を封建支配のための思想として位置づけたことから各藩で講義が盛んに行われるようになった。
4. 武士が武士道を学んだ書物

江戸期に武士によって書かれた武士道書により、本物の武士道精神を知ることができる。それらの中で宮本武蔵の「五輪の書」と山本常朝の「葉隠」の内容を紹介する。
　（1）「五輪書」　宮本武蔵

宮本武蔵は、社会が戦国時代から近世へと大きく転換した激動する時代を武士として、伝統や権威に頼らず、自らの経験によって自由に生きた。生涯、剣の道を追求したがひたすら剣術を鍛錬しただけではなく、諸芸を行い自らの世界を広げた。武道関係のみならず、雅号を「二天」と称する武蔵は、画家、彫刻家としても有名で特に「枯木鳴鵙図：こぼくめいげきず」は、重要美術品に指定されるほどのものであり、剣禅一致の精神が表出された名画といわれている。

「五輪書」は、技術的に深く踏み込んだ実践的な兵法書でありながらその枠を超えて独自の哲学的な境地も示されている。技術としての剣術、哲学としての剣術の両者を表現した稀有な書物である。完成度が高いうえに文章も実に分かりやすく書かれている。

仏教では、世界は、五つの元素すなわち、地（ち）、水（すい）、火（か）、風（ふう）、空（くう）というエレメントからできていると考えられており、これを「五輪」と称するのであるが、武蔵もこの五要素を用いて五巻の章立てとした。五輪書の概略は、次のとおりである。

第一巻「地の巻」では、武蔵の考案した「二天一流」の基礎的な考え方を記している。

第二巻「水の巻」では、二天一流の剣法の詳細な解説を行っている。

第三巻「火の巻」では、実際に戦う場合、兵法者が注意すべき点を具体的に述べている。これは、武蔵が生涯に六十余度を超えた勝負の中で会得した極意であり、現代の剣道家や武道家にも参考になる点が多い。火とは、戦を象徴している。

第四巻「風の巻」では、他の流儀のことを風にたとえ、自分の流儀と比較している。そして最終的には、自らの流派の優位性をまとめて主張している。

第五巻「空の巻」では、武蔵が死線を越えて最終的に到達した精神的な境地が述べられている。ここでは、「実（まこと）の空（くう）」とは、何かを述べている。武蔵のいう実の空とは、言い方を変えれば、武士道という絶対道を全力で貫くことにほかならず己の全てを武士道にそそぎこむことである。（「武士道の十冊の名著」北影　雄幸より」
武蔵が「五輪書」の筆をおいたのは、死の一週間前であった。武蔵は、生涯をかけて歩んで達した兵法の道を後世に残さんとして死の間際まで力を尽くした。

武蔵は、「五輪書」の冒頭に兵法の道理に達するまでの過程を自ら書いている。ここには、現実の武蔵の生涯が凝縮した形で示されている。それによれば、武蔵は、若年の頃より、兵法の道に心をかけ１３歳で初めて勝負をした。２１歳で上京し天下の兵法者と数度の勝負をして勝ちその後「国々所々に至り諸流の兵法者に行きあい、六十余度迄勝負すといえども一度もその利を失わず」としている。これが、２９歳までのことであったという。けれども３０歳を超えてそれまでの勝負の跡をふりかえって、「兵法至極して勝つにはあらず」と反省し、「なおも深き道理」を得んと「朝鍛夕錬：ちょうたんせきれん」を積み重ねて５０歳の頃「おのづから兵法の道にあう」、すなわち道に達したという。それ以来「尋ね入るべき道なくしてすごす。」「兵法の利にまかせて諸芸諸能の道となせば、万事において師匠なし」と言い切る。武蔵は、自らの人生を振り返って、このように把握し、勝負の後の「ふかき道理」の追求の果てに達した境地を自信を持って語っている。（宮本　武蔵　「兵法の道」を生きる　魚住　孝至　より）

（2）「葉隠」山本常朝
「葉隠」は、ジャンルでいえば、「徒然草」や「方丈記」などに近い。広く人生を論じたエッセイであり、日本人の伝統的な思考法を知る上で貴重な資料である。しかし、「徒然草」や「方丈記」とは、内容が大きく異なる。その理由は

①「葉隠」は、長く禁書扱いされてきた。成立は江戸時代の中期、1716年と推定されるが、おひざ元の九州佐賀藩では、内容が過激だという判断により、閲覧が禁じられてきた。しかし、武士に向けた日常の心得集であるこの書は一部では、「鍋島論語」と呼ばれ有志の間で密かに筆写、回覧されていたようである。

②著者が自分で書き上げた作品ではない。正式には、「葉隠聞書」というとおり、元佐賀藩の武士、山本常朝の談話を後輩に当たる田代陣基（つねもと）という者がまとめた口述書である。

③日本人の伝統的な思考法によっているとはいえ、文人が世の無常を唱えているわけではない。武士の生き様に即して武の精神の側から人間の生き方を演じている。

山本常朝は、佐賀藩の第二代藩主・鍋島光茂に親しく仕えた侍であり、藩主が亡くなったとき42歳の常朝は、古いしきたりに則って殉死を願ったが禁令によりかなわず剃髪出家（ていはつしゅっけ）して山奥に庵をかまえた。この人里離れた地に佐賀藩の若い武士（田代陣基、つねもと）が10年後に訪れその後二人の語らいが7年も続いた。

　構成は、全11巻　1343項からなり「夜陰の閑談（やいんのかんだん）」（まえがき）から聞書11までとなっている。また、まえがきの末尾に記されている「4誓願」は、極めて重要で　　　　　葉隠精神というものがこの4誓願に凝縮されているといわれる。

1. 武士道においては決して後れをとらないこと。（武士道、義道について）

2. 主君のお役にたつこと。（忠について述べている）

3. 親に孝行すること。（孝について述べている）

4. 大きな慈悲心をもって人のためになること。（仁について述べている）

　この4項は、忠孝、仁義という武士道の根幹を表現している。この4つの誓願を毎朝、仏神に祈ることが重要だとしている。

「葉隠」は、武の精神が徳川百年を経過した江戸中期の平和な時代には危険思想だとみなされたのであるが、明治に入るとそれとは全く逆の観点から脚光を浴びるようになる。君主のために死を恐れず戦いの場におもむく武の精神は富国強兵の時代精神に合致した。明治から昭和にかけての戦争の時代に「葉隠」は、出兵する若者のいわば、聖典としての役割を担ったともいえる。「常に死を思って生きろ」「死にもの狂いで突き進め」などこの本の中では、武士＝兵（つわもの）の道が強く説かれているからである。

「葉隠」には、「武士道といふは、死ぬ事と見付けたり」の一文があるが（下記参照）、これは、全編の中で最も有名な一文である。武士道の根本は、死を恐れぬことにあり、武士の武士たる所以は、死の恐怖を超越することにある。　立つべき時に立ち、死ぬべき時にすらりと死んで見せるのが真正の武士である。これは、死を日頃から意識して覚悟を決めた人こそ「充実した生」があることを述べている。
聞書第1.2（現代語訳）
「武士道の本質は、死ぬことであると知った。生きるか死ぬかの場面に遭遇したら早く死ぬことを選ぶことである。別に子細はない。死を選べば覚悟が決まってまっすぐに進むことができる」

昭和42年にベストセラー「葉隠入門」を書いた三島由紀夫は、元禄時代という泰平の世の中で書かれた「葉隠」自体が勇気ある書であり、この魅力について「あらゆる要請にこたえる書」と語った。また、武士道にとどまず、人生のさまざまな局面での道標とまで述べている。

なお、「葉隠」批判もかなり多く、武士社会を専門とする歴史学の山本博文（東京大学文学部卒業。現在、東京大学史料編纂所教授）が「葉隠の武士道」（ＰＨＰ新書）で徹底的に批判を行っている。彼は、つぎのように述べている。

「武士道といふは、死ぬ事と見付けたり」あるべき武士道を説いた「死狂ひ」の書として高く評価されてきた「葉隠」。　だが泰平社会を無難に世渡りした山本常朝に「死の哲学」などあったのか。佐賀藩・鍋島家の「豪気な家風」とは、対照的に、勇ましいだけの言葉で飾られた常朝の思想。それは、生き抜くための思考を放棄した、「老人のたわ言」であって「葉隠」を決して評価してはならない」としている。
6.「武士道」新渡戸稲造　　

（1）「武士道」の代表的な文献としての新渡戸稲造の「武士道」があり、これを検討していきたい。この文献は、武士道の精神を体系的にかつ総括的にのべた思想書といわれている。

現代の日本では、「義」や「勇」の重要性を説く人は、あまりいない。しかし、新渡戸のいう「武士道」は、時代を超えた「人の生き方」について述べており、現代人が忘れてしまったものを思い起こすためにも重要な意味があると思われる。
日本人は、宗教なしに道徳をどう学ぶのかという外国人の疑問を受け、英文で書かれた。そのため日本人の道徳観を支えている神道、仏教、儒教をとりあげ、欧米思想と対比させながら「武士道」が普遍的な思想であることを述べている。

「武士道」成立の事情は、冒頭の序文の中で次のように述べている。

1 ベルギーの学者と雑談中、日本における宗教教育事情について聞かれ、武士道がそれに相当するのではないかと思い当った経験を端緒とし、また

2 アメリカ人の妻であるメリーからしばしば日本人の考え方習慣について質問されそれに答えるうちに、やはり、日本人の道徳観念の源泉が武士道に発することをあらためて感じたのが機縁になった。

そのうえで新渡戸が、自分自身が育つ中で教え込まれた体験（南部藩士の家で生まれ武士の子弟としての教育を受けている）をもとに武士道について説き、西欧社会における宗教（キリスト教）教育に相当するものが武士道ではないかと述べている。

また分析にあたって「武士道」そのものをイギリス憲法と対比しているし、ソクラテス、プラトン、シャークスピア、ニーチェなども「武士道」と対比している。さらにクリスチャンである新渡戸が「武士道」とキリスト教の教義とを対比しているのも興味ある。

内容は、全17章からなり、まず、第１章「道徳としての武士道」の冒頭でつぎのとおり述べている。

「武士道は、日本の標章である桜の花にまさるとも劣らない、わが国土に根ざした花である。　それは、われわれの歴史の植物標本箱に保存される、干からびた古い美徳ではない。私たちの間にあってそれは、なんらの実体的な形を持たないが、道徳的雰囲気の香りを漂わせ、私たちがなおその魅力のもとにおかれていることに気づかせてくれる。」　（武士道研究の意義：第一章）

　また、武士道の本質を武人階級の身分に伴う義務、武士が守るべきことを要求された「道徳的な掟（おきて）」だと定義している、またこの掟は「不言不文」を特徴とし成文法として存在するものではなく口伝、あるいは、少数の著名な武士よる格言があるにしか過ぎない。

日本人にとって道徳史上の武士道は、政治史上におけるイギリス憲法の地位と同じであると述べている。
（2）李登輝がその著書（「武士道解題」小学館）の中で新渡戸稲造の「武士道」について解説を試みており、これも「武士道」を理解する上で貴重な資料である。（李登輝は、旧制台北高等学校卒業後、京都帝国大学農学部に進学、その後陸軍に志願入隊し二等兵から陸軍少尉に昇級、その後、台北市長、総統になる。）日本人クリスチャンである新渡戸稲造が英語で著した「武士道」を台湾人クリスチャン李登輝が日本語で読み解いている。最後に「日本人よ　自信を、日本人よ「武士道」を忘れるな」と忠告している。
言わんとすることをまとめてみると：
1� 新渡戸稲造は、封建時代に積み上げられた「武士道」の欠点にも十分に留意しながら、それでもなお、毅然たる態度で、「善かれ悪しかれ我々を動かしたものは純一無雑（じゅんいつむざつ）の武士道であった」と断言している。台湾の人々が日本に対して依然として尊敬の念を抱いているのもこのような精神があるからこそである。李登輝は、このような「日本精神」、すなわち、「義」を重んじ「誠」をもって率先垂範、実践するという「大和魂」の精髄がいまなお脈々として「武士道」精神の中に生き残っていると信じ切っているからこと日本および日本人を愛し、尊敬している。

2� 　新渡戸稲造は、日本でも最初の本格的な「国際人」であった。そして「国際連盟」をはじめとする国際社会における活躍ぶりは、世界中の注目を集め、高い評価と尊敬をうけていたが、そのような時代の最先端を行く中で発表した「武士道」だったからこそ、なおのことその意義は計り知れないくらい大きい。「グローバライゼーション」の時代に突入する中でますます「私は、何ものであるか」というアイデンティティが重要なファクターとなっている。　その意味においても「武士道」という名の根本精神はますます必要不可欠な土台となってくる。　

7.明治武士道
　菅野　覚明（かんの　かくみょう）の意見（「武士道の逆襲」より）
この本で、菅野　覚明は、新渡戸稲造のいう「武士道」について次のように述べている。

現代の我々がイメージしがちな武士道は、明治期に作られた明治武士道であり、新渡戸の武士道は、「明治武士道」とした方がその内容に相応しいと思える。　新渡戸武士道は、明治国家体制を根拠として生まれた、近代思想である。それは、大日本帝国を近代文明の担い手たらしめるために作為された、国民道徳思想の一つである。（混乱する武士道の概念　１３頁他）。

理由として次のような点をあげている。

1 武士道という言葉が一般に広く知られるようになったのは、明治中期以降のことである。

（特に日清・日露戦争と相前後して軍人や言論界の中から盛んに「武士道」の復興を叫ぶ議論が登場してくる）。今日の武士道イメージの骨格を形つくっているのは、おおむねこの時期に数多く著された武士道である。そして新渡戸「武士道」もその中に一つである。

2 新渡戸の語る武士道精神なるものは、武士の思想とは、本質的に何の関係もない。（この批判は、「武士道」の日本語版が、刊行された直後に既に歴史学者の津田左右吉によってなされており、「武士道」を研究する専門家の中では当たり前のことである。）
3 今日流布している武士道論の大半は、明治武士道の断片や焼き直しであり、それらは、武士の武士らしさを追求した本来の武士道とは異なり、国家や国民性（明治武士道では、しばしば、「武士道」と「大和魂」とを同一化される）ところの一つである。
4 武士が生きた時代に、武士の武士たるあり方として形成された「武士道」と、武士が退場した時代に、日本国民の日本国民たるあり方として編成された「明治武士道」とは明確に違う。
本来の「武士道」、即ち自己と守るべき妻子や領地や主君とを徹底的に守り抜こうとする私的戦闘者としての武士。それがどうして、またいかにして、近代国民国家日本において“復興”され、高唱されたのか。特に現代の我々がイメージしがちな「武士道」は、明治期に作られた明治武士道であり、新渡戸の武士道は、「明治武士道」とした方がその内容にふさわしいと思える。
｢武士｣とは？

「武士」「昔は兵（ツワモノ）などと呼んでいた」とは、とは一体どういうものだったのか？
・武士とは、戦闘を本来の業とする者であり普段の日常生活そのものが根本的に戦いを原理にしている人々である。

・武士は、妻子家族を含めた独特の団体を形成して生活する。

・武士は、私有の領地の維持・拡大を生活の基盤としてかつ目的とする存在である。そして所領を維持・拡大する力は、武力を行使する戦闘にある。

明治維新は支配者としての武士階級を抹殺し、それまでの地域絶対君主であった藩主（＝大名）に換えて天皇を全国民の君主に据えた革命であった。そして武士に換えて徴兵制を敷き国民を兵隊にした。しかし「百姓兵」には武士のような道徳律がなく、兵としては極めて弱体であった。そのために武家の道徳であった武士道に代わる道徳が必要であり、それが1882年（明治15年）の軍人勅諭（軍人勅諭は、忠節、礼儀、武勇、信義、質素の5つが柱となっている。）となり教育勅語となった。（下記参照）新渡戸の武士道もその流れの中で書かれたものである、と述べている。
【参考：教育勅諭と軍人勅諭（概要）現代語訳】

教育勅諭（12の徳目）

父母に孝行をつくし、兄弟姉妹仲よくし、夫婦はいつも仲むつまじくし、友だちはお互いに信じあって付き合い、自分の言動をつつしみ、広く全ての人に愛の手をさしのべ、勉学に励み職業を身につけ、知識を養い才能を伸ばし、人格の向上につとめ、広く世の人々や社会のためになる仕事に励みましょう、法律や規則を守り社会の秩序に従い、正しい勇気をもって国のため真心を尽くす。

軍人勅諭（５カ条）

　軍人は忠節を尽くすを本分とすべし。　軍人は礼儀を正しくすべし。　軍人は武勇を尊ぶべし。　軍人は信義を重んずべし。　軍人は質素を旨とすべし。
菅野　覚明の指摘は、留意すべき点と思う。気づいた点をまとめてみると：
1 武士道の真のイメージが明らかになってくる。また、新渡戸武士道への批判という観点だけではなく、日本人のありようという観点でも述べている。

2 明治期に作られた国家道徳としての「武士道」を明示することで、武士が実在していたそれ以前の時代の元祖「武士道」の姿を克明に記すことであると思われる。
3 本来の「武士道」とは、自己と守るべき妻子や領地や主君を徹底的に守り抜こうとする私的戦闘者であることに根ざした思想である。そうした思想に基づいた関係を天皇と国との関係にスライドさせた。これは、矛盾をはらみつつも、明治維新後の近代日本の構成原理として国家の中心にすえられた。ただし、そうした原理は、戦後日本では、否定された。
4 しかし、依然としてそこにも「戦後武士道」とでも称するべきものが存在するように思われる。この「戦後武士道」とは何かを見極めることは、今後に残された課題のように思われる。

8.武士道とコンプライアンス

武士道とコンプライアンスの関わりをみていくとつぎのようなことが指摘できる。(光と暗闇の両面があると思われる)
（1） 武士道の光の面：
武士道は、元来、封建武士社会から生まれたものであり、その武士社会はもはや過去のものとなってしまったが、武士道の精神は、今も生きていて、日本人の心の中に生きている。
1 特異な道徳である「武士道」を形づくった日本人の特性は、変容しながらも現在に生き続けている。（「武士は、食わねど爪楊枝」、「がまんの哲学」など）

2 武士の心の奥深く刻まれた律法、それが武士道にほかならない。そしてそれは、単なる信条としてではなく、実際に実行されることで一層強い効力を発揮してきた。

3 武士道では、名誉を守る規範とされており、日本には、「恥=不名誉」という自らの行いを律する価値観が根付いていた、（PRESEDENT NEWS 2006/12より）
（2）武士道の暗闇の面：
義、勇、仁、礼、誠、名誉、忠義という武士道を象徴するキーワードがあるがそれらには、コンプライアンス上、いくつか相いれないものがあるように思われる。
「武士道」では、名誉を守ることが重要であり（「恥となる」「卑怯である」「忠義に反する」ことはしない）これが日本的経営にどこまで残っているかは、不明である。中にはコンプライアンス上は、マイナスの面があるのではないかと思われる。
具体的には、

1 「武士のなさけ」などといった理由で、一旦、職を辞すると真相の追求がなされないケースがある。（政治家が議員を辞職したときなど政界によく見られる。「武士のなさけ」でこれ以上は、責任を追及しないなど・・・）

2 「忠義に反する」という理由で会社や上司の行動（たとえ不正があっても）に従う。
9.武士道の社会心理学的な面からの検討
（1）社会心理学上、職業的自尊心（ノブレス・オブリジェ）の部分がコンプライアンスと大きなかかわりがあることが分かっている。企業や組織の安定化、倫理性、社会性を考えるとき、ひとつのキーワードが「職業的使命感」であり、もっとも高揚した形では、職業的使命感は、「ノブレス・オブリジェ」（高度な使命感）と呼ばれる。さまざまな職業のさまざまな人たちが、それぞれの持ち場と役割に応じて、自分の貢献と責任を内面化したとき、それが、職業的使命感となる。職場の多くの人が適切な職業的使命感を備えるようになれば、組織の社会性が安定化する。
（2）コンプライアンスや企業倫理を考える場合、「ノブレス・オブリジェ」を考慮することが避けられない。同じ職業につく人であっても何らかのトラブルが起きたとき、隠蔽（いんぺい）に走ろうとする人と迅速な報告によって大事に発展することを食い止めようとする人がいる。両者を分かつのは、ノブレス・オブリジェにも通じる心理的義務、言いかえれば自分の職業に対する真の意味での「誇り」である。職務的自尊心（職業を通じて社会貢献や義務感などをもつこと）を高く維持させるためにはどのような研修が有効かについては今後の課題であるが、組織において、職務的自尊心を高く維持する方策を進めることは、不祥事防止の効果を持つ。（「職業的使命感のマネジメント-ノブレス・オブリジェの社会技術」　岡本　浩一より）。
（3）ただし、武士道で重視されている行動が社会心理学で、規定される同調、服従、内面化に結び付かないかという点の検討が必要と思う。どれほど良識な人でも組織の暗黙のルールや習慣といったまわりの環境によって考え方が変わってしまう恐れがあり、また過ちを犯してしまう可能性がある。

昨今の事例では、アメリカンフットボールの日本大学と関西学院大学の定期戦（2018年5月6日）に起きた事件が挙げられる。このときには、日本大学の選手が関西学院大学の選手に悪質なタックルをして負傷させてしまった。これについては、第三者委員会の中間報告（6月29日の会見）では、監督とコーチの指導でこの行為がなされたとのコメントがなされた。ここでは、社会心理学で定義される「服従」がまさに発生したことが分かる。

これに対抗するには、「服従」に打ち勝つだけの倫理観、正義感を持つことが必要であり、これには、まさに「武士道」（特に武士の掟、高き身分の者にともなう義務（ノブレス・オブリジェ）の精神にもつながる強い思いが必要なのではないだろうか。
岡本浩一は、その著書「無責任の構造」の中でつぎのように述べている。

1 「組織やその構成員が盲目的な同調や服従が心理的な規範となり、良心的に問題を感じる人たちの声を圧殺し、声をあげる人たちを排除していく構造を持つ」。こうした無責任の構造は、人間の集団での心理メカニズムである「同調」「服従」「内面化」で構成されており、人は、不本意に思っていた行為も合理的なものとみなすようになってしまう。（無責任の構造が働きやすい）。

2 「無責任の構造」克服のためには、高度な倫理観・正義感、「属事主義的」な考え方、社会的な対人影響のスキル、孤独に打ち勝つ精神力、適度なところで攻撃の鉾を納める判断力などが必要とされる。「無責任の構造」に対抗していくのは並大抵のことではない。時には命がけとなる。
10．まとめ
（1）武士道の精神とは、その本分を新渡戸稲造は、一言でいえば、「武士の掟、高き身分の者にともなう義務（ノブレス・オブリジェ」）と述べている。すなわち武士は、直接的な生産に従事しない支配階級に属していたがゆえに「正しい人の道」ともいうべき倫理的道徳を身につけ庶民になりかわって社会の平安と秩序を守り「民の模範」となるようにそれを実践して生きることを義務づけられたものであった。

今日流にいうなら、現在の日本をリードする指導層の立場にある人々が保持しなければならない“上に立つ者の義務”といってもよいと思う。

武士道は、長き封建社会の中で武士階級の道徳規範として生まれたものであったが、その崇高なる精神は、時代の推移にともない、社会の状況に呼応しながら、広く一般庶民にも伝播し特に江戸時代の後半あたりから日本人全体の普遍的な「人の倫（みち）」となっていった。
（2）会津藩では、「什の掟（じゅうのおきて）」というものを定めその子弟に訓示していたとされる。これには、つぎのような内容が記載され、とても道徳的な内容となっている。

・年長者の言うことに背いてはなりませぬ。

・年長者にはお辞儀をせねばなりませぬ。

・うそを言うてはなりませぬ。

・卑怯なふるまいをしてはなりませぬ。

・弱い者をいじめてはなりませぬ。

・戸外で物を食べてはなりませぬ。

・戸外で婦人と言葉を交えてはなりませぬ。

　　ならぬことはならぬものです。
「ならぬことはならぬ」とは、まちがっていること、悪いこと、いけないことは、してはいけないという意味であり、「什の掟」にある「うそを言うてはなりませぬ」「卑怯なふるまいをしてはなりませぬ」などを「ならぬこと」としてまとめられ、これらは、今日にも通じる道徳規範だと思う。江戸時代に広まった武士道では、会津藩の掟と同様、武士の社会では、共通の戒めとして「恥となる」「卑怯である」「忠義に反する」ことをしないとされ、もし、その過ちを犯したときには、死をもって償う（時には、命がけとなる）、これが、武士の生き方とされていた。
今日、われわれが卑怯者、臆病者といわれることを、人間として最も恥ずかしい行為として感じるのも、そこの幾多の歳月をかけて培われてきた武士道精神を遺伝子として所有している証拠ではないだろうか。このような精神をもっている人々によって現代は、健全さが保たれていうように思われる。これは、武士道は、現代人のわれわれの中にも意識するとしないとにかかわらず、その考えが残っていることを示していると思う。

今日の日本的経営に武士道精神が残っているかについては、定かではないが各企業の経営理念をみていくとその影響力は残っているのではないかと思われる。昨今「コンプライアンス」、「コーポレートガバナンス」、「CSR」などといった表現で企業道徳を定め、企業活動を行っていこうとしている。これらは、武士道の立場からみると、自律的に自らの行動・生き方を清く正しく律していくこととつながるのではないかと思う。われわれは、今一度「武士道」というものを振り返りその素晴らしい点を取り入れて行動していく必要があると思う。

【参考】同調、服従、内面化
無責任の構造（モラルハザードの知的戦略）岡本　浩一、（史上最強よくわかる社会心理学　小口　孝司、より抜粋）
1 同調：「集団は、自分の価値を感じさせてくれる反面、ストレスの原因となることも多い。暗黙のルールや、無言の圧力により、自分の本心を見失ってしまうこともある。」

集団行動の心理面からは、集団に対する問題提起などが困難で「無責任の構造」に落ちることになる要因の一つが同調という社会心理学的現象である。

集団内の人たちは、考え方や外見、行動パターンなどが似ている（集団の斉一性：せいいつせい）。そしてメンバーには、共通のルール（集団規範）に基づいて行動する。この背景には、つぎの二つがあり、その結果、周囲への同調行動が増え、集団内のメンバーどうしが似通ってくる。

· 情報的影響：客観的と思われる他者からの情報によって正しい反応を行おうとする。

· 規範的影響：他者から拒否されたくないため集団の行動パターンにあわせようとする。

2 服従：「えらい人の意見にはやっぱり、逆らえない」

対人関係や職権などのもとで発生する強権力を社会心理学的には、「社会的圧力」という。社会的圧力のもとで不本意な行動をさせられるのが服従である。服従は、社会的圧力という点で同調とは異なり自発的に生じる行動ではない。服従している本人には、自分の意見に反した行動であるという自覚がある。服従を相手に強いるための必要な賞罰がなくなったり、服従を確認するための監視がなくなるとこの行動は起こらなくなる。

「権威者のいいなりなどならない」と思っている人は多いが人は、いとも簡単に権威に屈してしまう。（アメリカの社会心理学者ミルグラムによる「電気ショック」の実験が有名。これは、第二次世界大戦中のドイツ人によるユダヤ人の大量殺りく（ホロ―コースト）を概念モデルとして行われた実験である。ここでは「学習におよぼす罰の効果」を調べる実験との名目で、実験参加者（実験対象者）に教師役になってもらい、生徒役（サクラ）が問題を間違えたら電気ショックを与えるように監督役（実験を行う人）が命令する。その結果、６割以上の人（実験参加者）が致死量の「電気ショック」を与えた。実際は、「電気ショック」を与えておらず、生徒役が演技をするだけ）。
権威に対して、本心と異なる言動をとるとき、人は苦痛を感じる。その痛みを和らげるため、「自分は、権威者の要求を実行する代理人にすぎない」と思いこむ代理状態となったり、「人に苦痛を与えても、科学のため」などと自分の行為を正当化しようとする。

3 内面化：「値観・態度が内面化しはじめることがある。」

服従は、強制力の源泉があってはじめて起き、同調は、モデルがあって起きる現象であるが、内面化は、当該の行動の背景となる価値観が修得されたため、強制力もモデルもなしに、行動が、継続される現象である。
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